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１ ． 計画の推進方策

（１）関係機関との連携強化
　本区では障害のあるかたが地域で安心して暮らせるよう、地域支援協議会を中心に、区民・行政・
事業所・関係機関および団体等の多様な主体と連携しながら、障害福祉施策を進めてきました。これ
からも関係機関と連携しながら取組みを行っていくとともに、様々な諸課題に対応するために分野横
断的な施策の検討も進めていきます。
　また、国や都に対して必要な措置を要望するとともに、情報収集を行いながら、通知等があった場
合には、迅速に制度改正等の変化に合わせた施策を展開していきます。さらに国、都、区の役割を明
確にしたうえで、施策に取組んでいきます。

（２）区民との協働
本区では「個人の尊厳が守られ、すべての人が地域でともに支え合い、心豊かに暮らせるまち」とい

う基本理念のもと、地域共生社会の実現を目標としています。地域共生社会を実現するためには、地
域社会における多様化・複雑化した課題に対応していく必要があります。そのためにも、障害のあるか
ただけではなく、区民をはじめ、民生・児童委員、ボランティア、NPO法人、地域活動団体等の地域に暮
らす多様な主体が、地域の中でそれぞれ役割を担い、行政と協働してまちづくりを行っていくことが不
可欠です。

本区では、障害者理解の促進、地域における支え合いの推進、障害の周知・啓発などを行い、障害
の有無にかかわらず共に地域で支え合うまちづくりを進めてきました。これからもこれらの活動に加
えて、就労をはじめ、文化・芸術、スポーツ活動などさまざまな社会参加を推進するとともに、区民や企
業・団体等を巻き込み、「オールとしま」で障害のあるかたの生活を支援できる協働によるまちづくりに
取組んでいきます。

（３）区関係機関との横断的な取組みの推進
障害福祉に関する各種法制度の改正や、ニーズの多様化など、障害福祉を取り巻く環境は変化して

います。一方で、少子高齢化の進行や区民の価値観の変化など、障害のあるかたを取り巻く社会情勢
も大きく変化しています。こういった制度改正に着実に対応しつつ、制度の狭間や複合的な課題に積
極的に取組み、区民一人ひとりが安心して暮らし続けられるまちづくりを進めていかなければいけま
せん。

障害のあるかたが抱える問題を解決するにあたっては、障害福祉分野だけではなく保健、医療、介
護をはじめ、児童福祉、教育、文化芸術、雇用等とも連携し、より効果的・効率的なサービスを総合的に
進めていく必要があります。
　本区では、単独の組織で対応が困難な複雑で複合的な課題に対して関係各課と連携を図るため、
福祉包括化推進員を配置するとともに、区内８か所にCSWを配置するなど、いち早く重層的支援体制
の構築に取組んでいますが、更にその取組みを進め、複雑化・複合化した支援ニーズに対応した包括
的な福祉サービス提供体制の構築を進めていきます。
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計画（Plan）
国が示す「基本指針」に即して成果目標お
よび活動指標を設定するとともに、障害福
祉サービスの見込み量の設定やその他確
保方策等を定めます。

実行（Do）
計画の内容を踏まえ、事業を実施します。

評価（Check）
成果目標および活動指標については、少
なくとも1年に1回その実績を把握し、障
害者施策や関連施策の動向も踏まえなが
ら、障害者計画の中間評価として分析・評
価を行います。

改善（Action）
中間評価の結果を踏まえ、必要があると
認めるときは、障害福祉計画の見直し等を
実施します。

２ ． 障害（児）福祉計画の推進および進捗管理

　障害者総合支援法および児童福祉法において、市町村および都道府県は、障害福祉計画に掲げ
た事項について、定期的に調査、分析および評価を行い、必要があるときは、計画の変更等を行う旨
が規定されています。豊島区障害（児）福祉計画においても、上位計画である地域保険福祉計画と同
様に、PDCAサイクルのプロセスを踏まえて、計画を推進していきます。

Plan
（計画）

Do
（実行）

Action
（改善）

Check
（評価）
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資料  障害者・障害福祉・障害児福祉計画推進会議
＜委員名簿＞

役　職 氏　　名 職　名　・　団　体　名
会 長 大 塚 淳 子 帝京平成大学　人文社会学部 人間文化学科 福祉コース 学科長教授 

副 会 長 赤 畑　  淳 東京通信大学　人間福祉学部教授

委 員 土 屋 淳 郎 公益社団法人豊島区医師会会長

委 員 佐 向 弘 子 豊島区民生委員・児童委員協議会　池袋西地区民生委員・児童委員協議会会長　

委 員 礒﨑 たか子 団体連合会（知的）手をつなぐ親の会会長

委 員 佐 藤 昌 代 団体連合会（聴覚）豊島区聴覚障害者協会

委 員 久 野 明 美 団体連合会（精神）豊島家族会会長

委 員 武 井 悦 子 団体連合会（視覚）豊島区盲人福祉協会会長

委 員 中 村 元 子 特定非営利活動法人　全国脊髄小脳変性症・多系統委縮症友の会

委 員 田 村 洋 子 NPO 法人言語障害障害者の社会参加を支援するパートナーの会　　和音　前代表理事

委 員 北 川 郁 子 東京中小企業家同友会豊島支部　幹事

委 員 重山 三香子 精神障がい者事業所連合会

委 員 藤 巻 佳 子 豊島区目白生活実習所・目白福祉作業所　支援係長

委 員 渡 邊　  功 社会福祉法人敬心福祉会　障害者支援施設　雑司谷　統括主任

委 員 前 田 貴 子 池袋公共職業安定所　専門援助第二部門　統括職業指導官

委 員 小 林 純 子 豊島区民社会福祉協議会　地域福祉課長

委 員 宮 地 友 和 社会福祉法人　全国心身障害児福祉財団　中央愛児園　副園長

委 員 工藤 かおる 社会福祉法人恩賜財団東京都同胞援護会　福祉ホームさくらんぼ　園長

委 員 池 田 味 央 脳卒中・身体障害専門　就労支援センター　リハス大塚　センター長

＜開催経過＞
開催数 開催日 主な検討内容

第 1 回 令和 4 年 7 月15日 障害者等実態意向調査の実施について　他

第 2 回 令和 4 年 9 月 5 日 豊島区障害者等実態・意向調査　調査票について　他

第 3 回 令和 5 年 2 月16 日 障害者等実態・意向調査報告書（案）について 他

第 ４ 回 令和 5 年 5 月 25 日 現計画におけるこれまでの取組みについて、計画骨子（案）について 他

第 5 回 令和 5 年 8 月 3 日 計画（素案）について、障害者計画骨子（案）について 他

第 6 回 令和 5 年10月30 日 計画（案）について 他

第 7 回 令和 6 年３月 ７ 日 パブリックコメント報告、計画（案）について他






